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また NASA や ESA で提案されている将来計画においても観測波長域は可視 -赤外で
あり、ロシアが多目的の大型紫外宇宙望遠鏡 (1.7m)の開発を進めているものの、
打ち上げ年度は未定である。このような状況の中 、我々は超小型深宇宙探査機















候補機器となっていたが 2015 年初めに DESTINY 計画自体が不採択となった。  
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・水星ナトリウム大気散逸と微小隕石衝突 
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